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申
立
貨
幣
と
外
岡
怨
替
相
場

第
四
十
六
巻

七
四
八

第
五
競

ブU
A 

中
立
貨
幣
三
外
岡
崎
川
替
相
場

中

λ山

'1二r

貰

申書

"=== "司

言
ふ
迄
も
無
く
中
立
貨
幣
の
現
論
は
、
品
同
.
倣
巾
が
経
済
の
運
行
に
針
し
て
積
械
的
な
る
影
響
を
奥
へ
た
い
揚
合
に
、

セ
イ
の
販
路
設

に
前
提
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
如
き
経
済
均
衡
が
佐
立
し
、
又
斯
か
る
時
に
-
初
め
て
経
済
の
オ
プ
千
マ
ル
な
欣
態
が
出
現
せ
ら
れ
る
も
の

と
の
主
張
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
即
ち
コ

1
プ
マ
ン
の
言
葉
を
借
れ
ば
、
「
線
て
の
経
済
現
象
が
均
衡
現
論
の
法
則
に
従
ふ
純

粋
交
換
経
済
の
現
想
型
に
趨
合
す
る
が
如
く
貨
幣
の
供
給
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
」
が
必
要
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
経
済
を
し
て
共

の
基
礎
的
輿
件
(
慾
望
及
び
生
産
技
術
等
)
の
務
化
に
遁
賑
せ
し
む
る
と
共
に
貨
幣
の
介
在
に
基
く
所
の
動
態
的
費
動
を
克
服
し
、
以
て

生
産
及
び
慾
笠
充
足
の
オ
プ
千
7

リ
テ

1
ト
を
寅
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
故
に
此
の
現
論
の
下
に
於
て
は
、
貨
幣
は
草
に
交

換
媒
介
手
段
た
る
職
能
の
み
を
皆
む
可
き
事
が
要
求
せ
ら
れ
て
、
謂
は
Y
財
貨
給
付
が
直
接
に
財
貨
給
付
と
交
換
せ
ら
れ
る
が
如
き

関
係
が
維
持
せ
ら
れ
ね
ば
左
ら
や
、
従
っ
て
一
般
物
債
水
準
の
安
定
の
篤
め
に
積
極
的
に
貨
幣
が
創
造
せ
ら
れ
又
は
同
牧
せ
ら
れ
る

が
如
き
事
は
極
力
排
撃
せ
ら
れ
る
。
印
ち
只
管
個
別
債
格
の
相
封
的
関
係
特
に
生
産
財
債
格
と
消
費
財
債
格
と
の
相
針
的
関
係
が
貨

的
幣
要
素
に
よ
り
て
組
問
飢
せ
ら
れ
ぎ
る
事
が
必
要
と
た
る
の
で
る
る
。

斯
く
て
中
立
貨
幣
論
に
於
て
は
、

一
定
の
僚
件
(
即
ち
、
川
イ

Koopmans; “Zum Problem des Neutralen Ge]des 'う Heitrãgí~ zur Geldtheo:rie 
herausg. von 1王ayek，1933， S. 228 



品
ク
内
所
川
貨
幣
流
通
速
度
と
貨
将
以
引
係
数
の
不
麹
な
る
事
M
A

び

2
1
プ
マ
ン

の
所
諮
各
例
制
杭
消
に
お
け
る
新
退
稿
欄
又
は
新
創
詮
の
な
き
事
V
A

は
雨

者
の
相
殺
さ
れ
る
市
〕

の
下
に
於
て
貨
幣
数
量
の
一
定
不
縫
な
る
事
が
要
求
せ
ら
れ
て
、
問
題
は
貨
幣
の
偵
値
を
離
れ
て
共
の
数
量
に

選
る
の
で
あ
る
。

右
の
如
く
中
立
貨
幣
論
は
貨
幣
故
武
の
一
定
不
明
処
な
る
一
事
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
が
、

此
底
に
所
謂
貨
幣
扱
最
た
る
や
、

市立
vc 

考
へ
ら
れ
易
き
が
如
〈
、
世
界
経
怖
の
一
部
分
た
る
一
凶
民
経
消
に
於
て
使
用
せ
ら
れ
る
一
一
純
著
し
〈
は
多
税
類
の
交
換
手
段
の
数

量
を
意
味
す
る
も
の
で
は
た
く
、
外
開
介
と
隔
絶
し
た
る
一

の
封
鎖
的
経
情
組
織
内
に
於
で
流
通
す
る
所
の
抽
出
ゆ
る
泊
貨
の
線
敷
設
を

指
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
間
測
の
泊
貯
の
故
H

一
帆
に
於
け
る
川
口
減
も
他
湿
の
泊
慢
の
数
回
一
旦
に
於
け
る
此
れ
に
際
己
た
る
増
減
に
よ

っ
て
州
問
は
る
k

場
合
に
は
、

此
均
に
川
淵
品
同
時
数
川
一
引
一
の
一
定
不
挺
と
A
X
ふ
事
が
維
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
訴
で
あ
っ
て
、

仁

γ

ぃ、，
V
A
H
'》
E
手
綱
h

p

』

dw千
毛

の
出
貨
が
常
に
同
一
偵
似
に
於
て
印
、
常
に
同

の
比
率
を
以
て
交
換
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
事
が
最
も
重
要
な
る
事
柄
で
あ
る
。

然
る
に
世
界
経
済
の
一
銭
と
し
て
の
谷
岡
氏
経
怖
の
刊
に
於
て
、
印
ち
国
際
経
掛
の
領
域
に
於
て
中
立
貨
幣
の
思
似
を
賞
〈
た
ら

ば
事
態
は
如
何
に
友
る
か
。
中
立
貨
幣
論
の
出
現
は
近
時
に
於
け
る
古
典
派
経
ぃ
叫
川
曲
学
勃
興
の
一

つ
の
現
は
れ
で
あ
る
が
、
世
界
の
終
消

筆
者
特
に
英
米
に
於
け
る
古
典
波
及
び
新
古
典
派
の
経
姉
弟
秤
は
、
同
際
経
怖
の
領
域
に
於
て
も
亦
種
々
な
る
形
式
の
下
に
貨
物
交

易
闘
係
の
概
念
を
川
ふ
る
校
に
た
っ
た
の
で
る
る
。
殊
に
最
近
に
於
て
、
金
が
悶
際
取
引
の
決
済
手
段
た
る
役
割
を
踏
み
難
〈
一
山
も

各
図
の
貨
幣
制
度
が
不
安
定
と
な
っ
て
よ
り
は
、
此
の
買
物
交
易
闘
係
の
観
念
が
一
厨
切
寅
な
る
興
味
を
以
て
迎
へ
ら
れ
、
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ピ
グ

l
及
び
ハ
ア
パ

-
7
1
等
が
此
れ
を
援
川
せ
し
の
み
な
ら
や
、
タ
ウ
シ
ッ
グ
の
所
謂
「
質
物
交
易
燦
件
」
二
vpzo
こ
O
B旬。「

r
h
M
L
0
3
 

の
概
念
は
間
際
貿
易
の
割
論
に
於
て
も
中
文
貨
幣
論
的
な
る
考
察
を
加
へ
得
司
き
可
能
性
を
育
分
に
暗
示
す
る
も
の
と
考

市
立
貨
幣
と
外
川
間
然
替
相
場

第
五
披

第
凶
十
六
谷

七
凶
九
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中
立
貨
融
市
と
M

汁
図
銭
替
相
場

第
四
十
六
巻

第
五
挽

七
五

O

O 
O 

へ
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
閥
際
経
怖
の
領
域
に
於
て
も
中
立
貸
借
の
思
想
そ
貫
く
な
ら
ば
、
此
庭
で
も
亦
貨
幣
が
商
品
及
び
資
本
の

移
動
に
積
極
的
影
響
を
奥
へ
る
事
な
く
、
商
品
及
び
資
本
が
共
の
良
資
慎
一
格
で
又
民
の
経
消
的
版
閃
に
基
い
て
移
動
せ
し
め
ら
れ
る

古
す
が
必
要
と
た
り
、
此
れ
に
よ
っ
て
初
め
で
資
本
の
生
産
力
が
共
の
オ
プ
チ
マ
リ
テ

I
ト
に
迷
し
得
る
事
と
た
る
の
で
あ
る
。
勿
論

封
鎖
的
経
済
を
前
按
と
せ
る
中
伝
貨
叫
九
酬
の
裂
ボ
せ
る
僚
件
が
、
現
資
に
官
一
現
せ
ら
れ
得
る
や
否
や
、

げ
ん
此
れ
に
よ
り
て
生
産
及
び

彼
'
望
充
足
の
オ
。
ア
イ
ナ
マ
リ
一
ナ

1
ト
が
得
ら
れ
る
や
ポ
け
や
は
大
い
に
問
閣
の
存
す
る
川
で
あ
り
、
従
っ
て
閑
際
総
怖
の
仰
域
に
於
て
も

ホ
の
如
き
a

質
物
』
γ
一
円
剖
山
聞
係
の
ね
人
品
が
現
貨
の
絞
一
州
政
策
と
し
て
安
設
す
る
や
否
や
吋
別
例
の
問
閣
で
は
あ
る
が
、
少
く
と
も
中
立
貨

幣
の
忠
惣
よ
り
せ
ば
、
関
際
経
済
に
於
て
も
亦
右
の
如
く
商
品
及
び
資
本
の
岡
際
的
移
動
に
於
て
貨
幣
側
よ
り
す
る
所
の
積
桜
的
影

響
が
除
去
せ
ら
れ
ね
ば
友
ら
ね
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
封
鎖
的
経
済
の
視
察
に
於
て
は
問
題
と
友
ら
た
か
っ
た
所
の
各
稜
通
貨
の
交
換
比
率
は
、
同
際
経
捕
の
領
域
に
於
て
は
如

何
な
る
問
題
を
提
起
す
る
か
。
即
ち
各
閥
間
に
於
け
る
震
替
相
場
は
如
何
な
る
高
さ
に
於
て
疋
常
友
る
も
の
と
考
へ
ら
る
可
き
か
、

叉
共
の
潟
替
相
場
は
封
鎖
的
経
桝
陀
於
け
る
が
如
く
に
一
定
不
愛
の
も
の
た
る
可
き
か
。

以
下
若
干
此
等
の
分
析
を
試
み
る
事
と
す

る。

二
、
完
全
電
本
位
制
と
買
物
交
易
関
係

中
立
貨
幣
論
は
勿
論
封
鎖
的
経
済
に
於
け
る
債
格
現
象
を
油
じ
て
見
た
る
生
産
構
法
の
分
析
で
は
あ
る
が
、
現
寅
政
策
的
意
義
に

於
て
は
管
迎
通
貨
の
思
想
を
排
し
て
年
ろ
合
本
位
制
擁
謎
の
立
揚
に
あ
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
お
。
放
に
滋
で
は
先
づ
、
完
全
な

I-laberler; Der internationale Handel， 1933. S. 120 
Tau!:isig; Internationalτ~rade， chap. 2 
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る
金
本
位
制
皮
の
維
持
が
中
立
貨
幣
の
立
場
よ
り
延
求
せ
ら
れ
る
が
如
き
貨
物
交
易
問
聞
係
を
賞
現
し
得
る
か
、

叉
如
何
な
る
碍
皮
に

賓
現

L
得
る
か
を
考
察
す
る
事
と
す
る
。

中
立
貨
幣
論
者
は
何
れ
も
金
本
位
制
と
中
立
貨
幣
の
思
想
と
が
互
に
相
矛
盾
せ
ざ
る
も
の
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
就
中
コ

1
プ
マ

ン
の
如
き
は
、
此
等
の
府
汚
が
附
立
し
得
可
主
}
の
み
な
ら
や
宇
右
中
立
貨
幣
の
潟
め
に
は
金
本
位
制
維
持
の
必
要
た
る
所
以
を
強
調

す
る
の
で
あ
る
。

印
ち
中
立
貨
幣
の
理
論
に
於
で
は
、

総
ゆ
る
穣
類
の
泊
貨
が
北
(
の
本
位
制
度
の
如
何
を
問
は
や
総
て
何
等
の
摩

擦
な
く
一
ん
心
の
比
率
を
以
て
交
換
せ
ら
る
可
き
事
を
共
の
一

を
維
持
し
て
筋
替
相
場
が
金
一
半
阿
国
に
安
定
す
る
事
は
最
も
箆
ま
し
き
事
な
る
の
み
注
ら
や
、
此
の
矯
替
相
場
の
安
定
と
一
お
ふ
事
は
外

凶
に
於
け
る
布
放
念
る
中
h
M
的
貨
幣
供
給
に
よ
っ
て
初
め
て
確
保
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
汚
へ
る
の
で
る
る
。
即
ち
コ

1
プ
マ
ン
に
よ

つ
の
特
質
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
各
国
が
完
全
な
る
金
本
位
制
度

れ
ば
、
賃
料
の
中
立
性
を
維
持
す
る
矯
め
に
各
国
が
共
の
針
外
鳩
柱
相
揚
を
金
平
俄
よ
り
引
離
す
が
如
き
貨
幣
政
策
を
執
ら
ね
ば
た

ら
ぬ
必
要
は
絶
到
に
な
く
、

却
て
二
闘
山
の
貨
幣
の
交
換
比
率
印
ち
潟
替
相
揚
が
絶
え
や
費
動
せ
る
事
は
、

少
く
共
営
該
二
図
の

中
何
れ
か
の
固
に
於
て
貨
幣
供
給
が
中
立
的
な
ら
ざ
る
矯
め
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
初
し
〈
も
完
全
な
る
金
本
位
制
を
前
提
す
る
限

一
図
の
矯
替
相
場
が
低
下
せ
し
時
に
は
信
肘
を
牧
縮
し
、
叉
共
の
矯
持
相
場
が
過
度
に
上
昇
ぜ
し
時
に
は
信
用
を
搬
張
す
る
事

に
よ
っ
て
貨
幣
供
給
の
中
立
性
が
恢
復
せ
ら
れ
る
も
の
と
見
る
の
で
あ
る
。
而
も
彼
は
、
斯
か
る
潟
林
相
聞
輔
の
精
一
動
が
良
資
終
消
的

り友
る
商
品
及
び
資
本
の
移
動
に
よ
り
て
起
る
揚
合
の
み
た
ら
や
、
ア
ブ
ノ

1
7
凡
た
資
本
移
動
例
へ
ば
一
図
の
岡
際
信
用
の
失
墜

に
某
〈
資
本
の
流
出
等
の
如
き
場
合
に
も
、
右
の
事
情
の
安
山
口
同
す
可
き
事
を
主
張
す
る
の
で
あ
っ
て
、
共
の
理
山
と
す
る
所
は
、
新

か
る
揚
合
に
資
本
流
出
函
に
於
て
は
均
衡
利
子
が
高
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
常
に
同
時
に
貨
幣
利
子
を
高
め
ざ
れ
ば
イ
ン
フ
ラ

申
立
貨
幣
在
外
凶
匁
替
相
揚

七
五

第
五
銑

C 

第
四
十
六
巻
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中
立
貨
婚
と
外
同
開
矯
脊
相
場

第
四
十
六
巻

O 

第
五
競

七
五

チ
オ
ン
を
出
現
す
可
く
、
資
本
流
入
閣
に
於
て
は
均
衡
利
チ
が
低
下
せ
し
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
に
貨
幣
利
子
を
も
亦
低
下
せ
ざ

q

，
 

れ
ば
J
7

フ
ラ
チ
オ
ン
が
出
現
す
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
他
方
に
於
て
、
矯
替
相
場
が
山
口
巾
に
安
定
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
事
の
み
を
以
て
各
閣
に
於
て
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
及
び
デ
フ
ラ

チ
オ

Y

の
存
山
1
J
せ
る
事
在
設
し
得
な
い
事
は
コ
ー
プ
7

ン
も
亦
認
む
る
川
で
あ
っ
て
、
会
本
位
制
度
が
憾
で
の
闘
に
貨
幣
の
中
立
性

を
守
す
る
が
如
き
制
限
を
践
し
て
ゐ
な
い
か
否
か
を
検
討
す
る
の
必
袋
あ
る
所
以
を
述
べ
て
ゐ
る
。
例
へ
は
、
カ
ツ
セ
ル
の
廷
ふ
る

町
如
き
金
生
産
量
の
不
足
に
中
立
貨
幣
政
策
の
強
行
が
随
作
す
れ
ば
、
各
闘
に
於
て
永
緒
的
な
る
デ
ブ
ラ
チ
オ
ン
現
象
が
生
起
す
可

き
黙
に
も
着
服
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
コ

1
プ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

カ
ツ
セ
ル
の
如
く
に
一
般
物
償
水
準
の
安
定
は
章
一
蹴
す

可
き
で
た
い
が
故
に
、
期
か
る
揚
合
に
も
筒
、
完
全
金
本
位
制
の
維
持
に
よ
る
中
立
的
貨
幣
供
給
の
阻
守
の
懐
が
左
程
大
た
ら
ざ
る

も
の
と
見
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

右
の
如
〈
コ

l
プ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
完
全
金
本
位
制
の
維
持
従
っ
て
金
一
寸
債
の
維
持
は
中
立
的
貨
幣
供
給
の
阪
凶
な
り
と
は
考
へ

ら
れ
な
く
て
も
、
少
〈
共
共
の
作
川
又
は
標
識
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
ち
る
が
、
然
ら
ば
各
困
に
於
け
る
完
全
金
本
位
制
の
維
持
は
如

何
な
る
程
度
に
於
て
中
立
的
貨
幣
供
給
の
標
識
た
り
得
る
か
。
以
下
物
不
父
換
に
よ
る
岡
際
貿
易
の
可
能
性
そ
想
定
す
る
事
に
よ
っ

て
此
れ
が
考
察
を
試
み
や
う
。

物
土
父
換
に
よ
る
岡
際
貿
易
の
可
能
性
は
種
々
な
る
形
態
に
於
て
想
定
せ
ら
れ
る
が
、
此
底
で
は
北
パ
の
一
例
と
し
て
グ
ウ
シ
ツ
グ

の
皐
ぐ
る
が
如
き
生
産
費
に
絶
針
差
の
存
す
る
揚
合
の
例
9t
よ
り
て
考
察
す
る
事
と
す
る
。
印
ち
彼
の
拳
ぐ
る
例
に
よ
れ
ば
、
米
・

狽
二
闘
に
於
て
共
に
銅
と
麻
布
と
が
生
産
さ
れ
此
等
閑
貨
物
は
共
等
を
生
産
す
る
に
必
要
と
せ
ら
れ
る
持
働
の
量
に
比
例
し
て
交
換

a. a. 0.， Anm 2 

Cassel; Post-War Monetary Stabilisation， 19Z8 
Koopmans; a. a. O. 55. 312， 357-358 
Taussig; ibid. Chap. 2 
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せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
想
定
に
よ
れ
ば

米
岡
に
於
げ
る
一

O
日
の
労
働
は

鋼
三

O
斤
歩
一
生
産
す
る

米
図
に
於
げ
る
一
O
日
の
柚
労
働
は

麻
布
一
五
磁
を
生
産
す
る

故
に
米
国
に
於
て
は

銅一一一

0
1
麻
布
一
五

濁
叩
砲
に
於
で
は
一

O
R
の
捗
働
は

鋼
一
五
斤
を
生
産
ナ
一
台

濁
逸
に
於
て
は
一

C
日
の
労
働
ほ

繭
布
三

O
補
を
生
産
す
る

故
に
満
州
場
に
於
て
は

鋼
一
五

U
麻
布
一
一
ズ
)

と
危
勺
て
ゐ
る
。
今
此
の
想
定
干
に
於
て
は
‘
澗
逃
と
し
て
は
米
閣
に
麻
布
一
五
を
没

U
北
ハ
の
代
償
と
し
て
銅
七
・
五
以
上
佐
獲
得
す

L
P
A
d
?
k
tヨ
ザ

5
T
う

コ

3

2

ル
m7仁
司
n
1
メ
P
Z
申
告
岩
aEJE
寸

J
4
c
z
l、

民
自
ご
/
士
主
弱
'
皇
三
岡
三
〉
1
F
p
f一
阻
、
¥
亡
証
」
H

一E
E
藍
t
f
刊
、
市
E
あ
ろ
う
事
が
山
川
ち
-b

A
7
仁胆

1
f
i
v
-
-
d
t
l
g
b
3
f
k
i
-
-
Eノ
〆

M

h

別
司

-
J
A
-
-凋
t
ラ

ノ

A
1
6

一一↑

7

I

7

で
あ
る
。
放
に
此
の
際
調
・
米
雨
圏
は
少
量
の
麻
布
に
封
し
て
多
量
の
銅
を
、
又
少
量
の
銅
に
封
し
て
多
量
の
麻
布
を
獲
得
し
得
る
閲

に
タト

係
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
貨
物
の
数
量
的
関
係
が
邸
ち
彼
の
所
謂
つ
貸
物
交
易
保
件
」
£

E
Z
2
百
呂
田
。
ご
『
三
0
.

友
ら
ね
qv

勿
論
麻
布
及
び
銅
が
濁
・
米
二
園
よ
り
夫
-4

米
・
濁
二
園
へ
輪
治
せ
ら
れ
る
が
矯
め
に
は
若
干
の
輸
送
費
を
必
要
と
す
る

が
故
に
、
右
の
交
易
保
件
を
制
限
す
る
範
園
は
多
少
狭
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
斯
か
る
軽
少
た
る
輪
選
費
を
無
関
す
れ
ば
附
貨
物

は
種
K

た
る
僚
件
で
交
易
せ
ら
れ
、
究
局
に
於
て
は
各
貨
物
は
労
働
生
産
力
の
大
友
る
各
一
闘
に
於
て
の
み
生
産
せ
ら
れ
る
事
と
友

る
で
あ
ら
う
。
即
ち
銅
は
米
国
に
於
て
の
み
生
産
せ
ら
れ
て
共
の
一
部
が
麻
布
と
交
換
に
濁
逸
に
迭
ら
れ
、
麻
布
は
凋
逸
に
於
て
の

み
生
産
せ
ら
れ
て
共
の
一
部
が
銅
と
交
換
に
米
固
に
逸
ら
れ
る
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
究
極
の
推
定
の
み
に
就
て
見

れ
ば
、
米
・
狽
一
一
園
が
一
の
園
民
経
済
内
に
於
け
る
こ
地
方
た
る
揚
合
と
全
〈
同
一
の
闘
係
を
示
し
、
銅
と
麻
布
の
-
一
貨
物
が
一
園

中
立
貨
幣
と
品
川
図
怨
替
相
場

第
四
十
六
巻

七
王E

O 

第
五
競

園際商業原理 7-91i:
ibid. pp. 7-9 
宮川貞一郎諜:
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申
立
貨
幣
と
外
国
伐
替
相
揚

七
五
四

第
四
十
六
巻

第
五
披

O 
四

内
の
二
地
方
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
る
揚
合
の
如
く
、
生
産
の
オ
プ
チ
マ
リ
テ

l
ト
が
建
せ
ら
れ
る
事
と
友
る
の
で
あ
る
が
、
費
、
は
此

の
二
園
が
同
一
閣
内
の
二
地
方
に
非
守
し
て
互
に
一
の
狽
立
図
家
友
る
黙
に
注
意
せ
ね
ば
友
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
若
し
此
等
の

閑
地
が
同
一
因
家
の
二
地
域
た
る
揚
合
に
は
寅
物
交
易
保
件
は
常
に
銅
一
五
針
麻
布
一
五
と
た
っ
て
雨
地
域
の
住
民
は
交
易
に
よ
っ

て
平
等
に
此
の
可
能
利
得
に
参
加
し
得
る
諜
で
あ
る
が
、
米
・
狗
開
園
が
互
に
樹
立
闘
友
る
筋
に
質
物
交
易
保
件
は
或
は
銅
八
H
腕

布
一
一
九
と
怠
っ
て
米
間
の
方
が
透
か
に
有
利
な
る
立
揚
に
立
つ
事
も

b
り
、
反
之
銅
二
九
1
麻
布
一
五
と
な
っ
て
猟
鶏
の
方
が
誌
か

に
有
利
政
る
立
裁
に
立
れ

J

事
も
あ
っ
て
、
必
チ
し
も
側
一
五
U

跡
J

伸
一
五
の
比
率
が
費
現
せ
ら
れ
古
る
恥
k
h日
目
せ
心
ば
友
ら
引
の

で
る
る
。
此
れ
雨
園
内
に
於
て
は
一
圏
内
の
二
地
方
に
於
け
る
と
具
り
人
口
の
自
由
移
動
が
行
は
れ
難
き
事
に
起
閃
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
此
れ
が
園
際
貿
易
の
著
し
き
特
徴
を
存
す
も
の
で
あ
る
が
、
兎
に
角
右
の
想
定
の
下
に
於
て
は
、
銅
と
麻
布
と
が
米
・
狗
二

園
よ
り
互
に
輸
出
せ
ら
れ
て
雨
貨
物
の
交
易
が
一
圏
内
の
二
地
域
に
於
け
る
揚
合
と
等
し
き
欺
態
に
接
近
し
得
る
可
能
性
の
存
す
る

事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

然
る
に
A
7
米
・
樹
雨
園
が
完
全
な
る
金
本
位
制
の
下
に
立
つ
揚
合
を
想
定
す
れ
ば
事
態
は
如
何
に
怠
る
か
。
此
の
際
雨
園
の
貨
幣

は
一
定
の
金
平
債
に
よ
っ
て
関
聯
さ
せ
ら
れ
居
る
が
故
に
、
雨
固
に
於
け
る
債
格
は
共
に
弗
貨
幣
に
よ
っ
て
表
現
す
る
事
が
出
来
る

の
み
な
ら
や
、
説
明
の
簡
単
の
震
に
此
の
弗
貨
幣
が
金
な
る
事
を
も
仮
定
す
る
事
が
出
来
る
。
叉
此
の
場
合
貨
砕3
数
量
説
の
営
否
如

何
を
問
題
と
せ
や
と
も
、
少
〈
共
貨
幣
数
量
の
増
減
は
物
債
を
費
動
ず
る
も
の
左
仮
定
し
、
多
額
の
貨
幣
の
存
す
る
聞
に
於
て
は
貨

幣
持
賃
も
亦
高
き
事
を
仮
定
す
る
事
が
許
さ
れ
ね
ば
な
ら
左
い
。
今
前
例
を
縫
承
し
て
、
米
・
狽
二
固
に
於
け
る
貨
幣
持
賃
が
最
も

大
た
る
開
き
の
存
ず
る
接
合
の
み
を
考
察
す
る
に
、
偲
り
に
貨
幣
勢
賃
が
米
国
に
於
て
一
日
二
弗
・
猪
泡
に
於
て
一
日
一
弗
と
す
れ

ibid. pp・9-1
宮JII; 同書 10-12頁
ibid. P.I4-11 
宮川， 同書 '7-，8頁
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ぽ
銅
及
び
麻
布
の
圏
内
供
給
債
格
(
生
産
費
)
は
失
の
如
く
友
る
で
あ
ら
与

米
闘
に
於
け
る
一

O
日
の
勢
働

米
幽
に
於
げ
る
一

O
日
の
券
働

濁
逸
に
於
け
る
一

O
日
の
労
働

樹
治
に
於
け
る
一

O
日
の
労
働

日
白
骨
骨
賃

二

弗

閣
内
供
給
債
格

0
・
六
六
弗
三
分
の
二

一
・
三
一
一
一
弗
三
分
の
一

C
・
六
六
弗
三
分
の
二

0
0
一
三
一
一
一
弗
三
分
の
一

努
賃
緑
樹

二

O
弗

二

O
弗

一
C
弗

一C
弗

生

産

銅
一
一
一
O

麻
布
一
五

銅

一

五

柿
布
三
C

弗事r-<tr-

帥
ち
右
の
想
定
に
よ
れ
ば
、
銅
の
供
給
債
格
は
米
・
獅
楠
岡
に
於
て
共
に
六
六
仙
三
分
の
ご
で
あ
る
が
、
麻
布
の
供
給
債
格
は
猪
遜

に
於
て
惑
か
に
低
廉
と
た
っ
て
ゐ
る
。
政
に
銅
は
前
例
の
如
く
に
米
岡
よ
り
刑
判
逸
に
輸
出
せ
ら
れ
-
な
い
で
脚
布
の
み
が
澗
海
よ
り
米

圏
に
峨
出
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
共
の
結
果
米
岡
よ
り
は
肺
布
輸
入
の
代
償
と
し
て
金
が
繍
逸
へ
総
迭
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
即
ち

此
の
揚
合
に
は
、
岡
際
関
あ
が
貨
物
に
よ
っ
て
な
さ
れ
や
貨
幣
の
介
入
寸
る
鳩
め
に
、
間
叫
泡
は
米
闘
に
於
け
る
偉
大
な
る
仰
生
産
力

の
凶
山
忍
に
浴
す
る
事
が
出
来
中
、
米
関
の
み
が
調
識
に
於
け
る
安
債
た
る
岬
労
働
の
生
唾
物
た
る
麻
布
の
輸
入
に
よ
っ
て
利
議
を
一
平
く

る
事
と
た
る
の
で
あ
る
。
勿
論
麻
布
の
代
償
と
し
て
米
岡
よ
り
金
が
流
出
す
れ
ば
そ
れ
に
畔
応
じ
て
米
閣
の
物
債
を
低
落
せ
し
め
従
つ

て
貨
幣
持
貨
も
低
落
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
反
之
狗
逸
へ
の
金
の
流
入
は
共
の
物
債
を
騰
貴
せ
し
め
従
っ
て
貨
幣
労
賃
を
も

騰
貴
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
が
故
に
、

又
は
満
州
唱
に
於
け
る
貨
幣
勢
貨
が

一
日
一
弗
以
上
と
な
る
に
至
つ
で
}
脚
布
の
代
賞
と
し
て
銅
が
米
国
よ
り
輸
出
せ
ら
れ
る
事
と
友
る
で
あ
ら
う

d

而
し
て
金
の
移
動
の
究

漸
て
は

(
即
ち
米
闘
に
於
け
る
貨
幣
勢
貨
が
一
日
ニ
弗
以
下
と
な
り
、

極
の
結
果
と
し
て
米
・
濁
雨
園
に
於
け
る
貨
幣
弁
賃
が
等
し
く
な
れ
ば
、
銅
は
米
圏
よ
り
狽
逸
に
流
出
し
、
麻
布
は
狗
逸
よ
り
米
国

に
流
出
し
て
貨
物
の
交
易
は
同
時
に
起
り
、
靖
国
共
に
一
様
に
利
益
を
享
受
す
る
事
と
在
る
で
あ
ら
う
。

斯
く
で
右
の
説
明
の
み
を
見
れ
ば
、
雨
国
聞
に
於
け
る
交
日
却
が
貨
幣
の
媒
介
に
よ
っ
て
た
さ
れ
様
と
賓
物
交
易
に
よ
っ
て
-
な
さ
れ

中
立
貨
幣
と
外
岡
鋳
替
相
場

第
四
+
六
巻

第
五
披

C 
五

七
五
五

ibid. PP.14-15 
宮川護; 同書 18頁
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巾
立
貨
融
市
と
外
岡
崎
坤
替
相
場

第
四
十
六
巻

七
五
六

第
五
貌

一O
六

様
と
究
極
に
於
て
は
同
じ
姿
を
執
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

さ
れ
ば
と
一
言
っ
て
雨
凶
の
交
易
が
貸
物
に
よ
る
揚
合
主
党

全
金
本
位
制
の
下
に
於
け
る
貨
幣
の
媒
介
に
よ
る
揚
ム
口
と
に
よ
れ

J

て
、
常
に
右
の
如
き
究
極
の
一
致
が
寅
現
せ
ら
れ
る
と
は
考
へ
得

な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
右
の
想
定
に
於
て
は
、
米
閣
に
於
け
る
金
在
高
と
凋
逸
に
ゐ
け
る
金
在
高
と
の
合
計
が
常
に
一
定
不
潔
在
る

も
の
と
し
て
考
察
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
若
し
米
四
四
に
於
け
る
金
の
年
々
の
産
出
荷
が
非
常
に
大
な
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
米

閣
よ
り
麻
布
の
代
償
と
し
て
金
が
沈
出
し
て
も
、
或
は
米
・
猫
附
闘
に
於
け
る
貨
幣
賃
銀
が
同
一
水
準
と
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ね
で

あ
ら
う
し
、

或
は
人
口
増
加
の
柁
皮
如
何
及
び
共
他
諸
種
の
事
怖
が
持
品
料
水
準
の
不
可
化
注
水
法
K
妨
げ
る
事
と
た
る
か
も
知
れ
む

が
故
で
あ
る
。
従
っ
て
、
完
全
友
る
金
本
位
制
下
に
於
て
金
平
債
が
維
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
揚
合
に
そ
れ
が
貨
幣
の
中
立
的
供
給
の
標

識
と
な
る
と
一
五
ふ
事
も
必
中
し
も
絶
封
的
の
も
の
で
は
左
〈
、
少
く
共
各
閣
に
於
け
る
金
の
保
宿
線
高
が
一
定
な
る
も
の
と
の
前
提

の
下
に
於
て
の
み
若
干
然
く
善
一
回
ぴ
得
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。

=
一
、
中
立
貰
幣
と
購
買
力
卒
恒

完
全
た
る
金
本
位
制
が
中
立
貨
幣
の
思
想
と
相
矛
盾
す
る
も
の
で
は
友
ぐ
金
平
債
の
維
持
せ
ら
れ
居
る
事
そ
以
で
営
該
国
に
於
け

る
貨
幣
供
給
の
中
立
的
反
る
椋
識
と
見
る
所
の
コ

1
プ
マ
ン
の
設
が
、

一
定
の
僚
件
の
下
に
於
て
の
み
此
れ
を
認
め
得
可
き
事
は
己

に
前
項
に
於
て
考
察
せ
し
が
如
く
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
中
立
貸
幣
論
は
必
中
し
も
完
全
注
る
金
本
位
制
を
前
提
と
し
て
の
議
論
す
は

た
〈
、
殊
に
園
際
交
易
の
領
域
に
於
て
貨
物
交
易
関
係
の
概
念
が
特
に
重
視
せ
ら
れ
来
っ
た
の
は
、
寧
ろ
世
界
の
各
国
が
金
本
位
を

離
設
し
て
金
が
交
易
決
済
手
段
と
し
て
の
役
割
を
喪
失
し
て
よ
り
後
の
事
に
開
局
す
る
。
故
に
薮
で
は
、
中
立
貨
幣
の
思
想
が
園
際
粧



時
円
の
領
域
に
於
て
寅
現
せ
ら
れ
得
る
が
汲
め
に
は
所
謂
時
買
力
学
慣
が
各
種
貸
惜
の
正
常
的
な
る
交
換
比
李
を
一
不
す
も
の
と
し
て
登

場
し
得
ざ
る
や
否
や
を
考
察
す
ろ
事
と
す
る
。

先
づ
購
買
力
一
半
債
訟
の
代
表
的
左
る
も
の
と
し
て
カ
ツ
セ
ル
の
誌
を
見
る
に
、
彼
に
よ
れ
ば
一
各
凶
聞
に
自
由
貿
易
の
行
は
る
h

乳
ど
っ
矯
替
投
機
、
関
際
聞
の
短
資
の
放
火
。
長
資
の
移
動
特
に
政
治
的
低
務

ω文
梯
と
云
ふ
が
如
き
事
の
存
せ
ぢ
る
現
ど
を
保
件

岡
国
の
通
貨
の
交
換
比
率
印
ち
潟
待
相
場
が
雨
閣
内
に
於
け
る
一
般
物
債
水
準
の
比
に
針
臆
し
た
る
比
率
に
近
づ
く
可

き
事
を
主
張
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
此
の
前
提
を
見
る
に
、
ト
の
前
提
は
正
に
中
立
貨
幣
に
於
て
前
提
せ
ら
れ
る
所
で
あ
り
に

の
前
提
は
後
に
も
考
察
す
る
が
如
く
に
附
際
経
怖
の
情
城
に
於
け
る
処
刑
心
的
な
る
非
中
立
的
現
線
な
る
が
故
に
、
此
の
牌
買
力
干
周
目

と
し
て
、

に
鳩
山
廿
相
場
が
一
致
す
る
事
に
J
っ
て

一
阪
中
立
貨
幣
の
主
張
が
同
際
経
怖
の
限
城
に
於
て
資
現
さ
れ
得
る
が
如
〈
に
巧
へ
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。
殊
に
前
湛
の
如
く
に
、
服
申
川
な
る
意
味
に
沿
け
る
貨
幣
教
主
設
は
此
れ
を
認
め
得
な
い
と
し
て
も
、
貨
幣
数
量
従
つ

て
勝
良
力
の
増
減
は
物
便
水
準
を
騰
落
せ
し
め
る
と
同
時
に
生
産
技
術
及
び
需
要
等
の
輿
件
の
挺
化
を
本
惹
起
す
る
も
の
と
考
へ
ら

る
可
く
、
反
針
に
技
術
の
進
歩
又
は
需
要
の
礎
化
に
よ
る
個
別
依
格
の
相
針
的
闘
係
の
変
動
は
必
や
し
も
相
殺
せ
ら
れ
る
も
の
で
は

友
〈
一
般
物
便
水
準
の
上
に
も
支
は
れ
得
る
が
故
に
、
共
の
限
り
に
於
て
は
、
各
国
が
中
友
的
貨
幣
供
給
を
寅
行
せ
る
以
上
は
北
ハ
等

の
園
の
策
特
相
揚
が
購
買
力
平
債
に
一
致
す
可
く
、
又
此
れ
に
よ
っ
て
閥
際
交
易
の
領
域
に
於
て
中
立
貨
幣
の
思
想
が
寅
現
せ
ら
れ

得
る
と
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
印
ち
斯
か
る
購
買
力
平
僚
が
二
殿
中
立
貨
幣
の
立
場
よ
り
妥
求
せ
ら
る
可
き
各
凶
貨
幣
の
交

換
比
率
と
考
へ
得
る
の
で
あ
る
。
唯
印
紙
に
注
意
す
可
き
は
、

カ
ツ
セ
ル
に
よ
れ
ば
只
管
腕
貿
力
一
小
便
さ
へ
賓
現
せ
ら
れ
た
友
ら
ぽ
よ

い
の
で
あ
っ
て
、
現
賓
の
相
場
が
購
買
力
平
債
よ
り
需
離
せ
る
原
因
が
或
は
貨
幣
的
原
凶
に
よ
ら
う
と
又
は
良
質
経
済
的
版
図
に
基

中
立
貨
幣
と
外
閑
怨
替
相
場

第
五
競

第
阿
十
六
巻

七
五
七

O 
七

147， t4S 
Au8. SS. 626-929 
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中
立
貨
幣
と
外
側
錫
替
相
場

七
五
八

第
凶
十
六
巻

第
五
披

C 
i¥. 

か
う
と
何
れ
の
場
合
を
も
問
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
反
之
中
立
貨
幣
の
立
揚
よ
り
す
れ
ば
、

正
常
的
た
る
お
私
利
揚
は
躍
に
購
買
力

一
千
債
が
寅
現
さ
れ
る
と
言
ふ
事
の
み
で
は
期
待
さ
れ
符
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
一
闘
が
貨
幣
的
原
閃
例
へ
ば
デ
7
-
7

千
オ
ン
政
策
を

行
ひ
し
結
間
前
四
同
林
相
揚
が
勝
貴
せ
し
場
合
に
は
此
の
貨
幣
的
原
因
の
除
去
の
病
め
に
反
針
の
貨
幣
的
操
作
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、

若
し
一
凶
が
生
産
技
術
の
拙
劣
た
る
活
め
に
伐
林
相
揚
が
下
ぃ
治
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
新
か
る
際
に
貨
幣
減
債
又
は
一
小
前
四
切
下
を
行
ふ

事
は
却
て
肱
川
升
の
資
本
の
公
正
友
る
分
配
を
妨
ぐ
る
事
と
た
る
が
放
で
る
る
、

向
カ
ツ
屯
ル
陀
従
ヘ
ば
凶
内
物
償
水
準
が
軍
閥
せ
ら
れ
亡
、

此
の
物
悦
水
準
が
脈
問
と
一
な
っ
て
山
れ
に
よ
勺
て
判
的
柊
杓
抑
制
が
規
定

せ
ら
れ
る
事
と
恋
っ
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
斯
か
る
一
方
的
た
る
推
断
は
許
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
潟
替
相
担
割
が
園
内
物
債
水
準

の
原
因
と
泣
る
事
も
あ
れ
ば
、
更
に
第
三
の
共
通
的
原
凶
例
へ
ば
商
品
資
本
の
需
要
と
云
ふ
が
如
き
も
の
が
筑
杯
相
易
及
び
圏
内
物

便
水
準
の
鑓
動
を
賓
ら
す
事
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
、
購
買
力
卒
僚
が
常
に
必
中
し
も
園
際
粧
融
制
の
領
域
に
於
て
中
立
貨
幣
の
凹
山
想
を
貫
い
た
揚
合
に
安
営
す
可
き
各
国
貨
幣

の
交
畿
比
率
な
り
と
は
言
ひ
得
た
い
の
で
あ
る
が
、
若
し
各
園
に
於
℃
貨
幣
の
中
立
的
供
給
が
寅
行
せ
ら
れ
、
且
各
国
に
於
け
る
生

産
技
術
及
び
資
本
の
牧
袋
等
が
均
費
的
な
る
も
の
と
す
れ
ば
、
此
れ
を
以
て
正
常
左
る
筑
替
相
揚
と
た
し
得
る
の
で
あ
る
。

次
に
前
述
の
カ
ツ
セ
ル
の
購
買
力
一
半
債
設
に
於
て
設
け
ら
れ
し
第
二
の
僚
件
は
、

一
般
に
岡
際
粧
済
の
領
域
に
於
け
る
貨
幣
の
典

型
的
一
た
る
非
中
立
的
現
象
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
此
れ
に
闘
し
で
も
若
干
の
検
討
が
加
へ
ら
れ
ね
ば
去
ら
恋
い
。
而
し

て
共
生
守
の
中
最
も
重
要
に
し
て
近
代
貿
易
現
論
に
於
で
論
守
の
焦
駒
と
友
れ
る
も
の
は
長
期
的
資
金
の
移
動
特
に
猫
逸
の
賠
償
金
支

排
で
あ
る
。
放
に
滋
で
も
叉
此
等
の
雨
者
の
み
を
簡
皐
に
考
察
す
る
事
と
す
る
。

Pierre Raynaud; “Essais sur la monnaie neutre 1I--11:onnaie neulre et 
echanges internationaux，" Revue D'Economie Politlque 5Ie Annee NO 5， pp. 
1371-1372 
A. Mul1er; 可Vechsell日立zund Guterprei碍 1926S町 4
Raynaud; ibid. pp. 1372-1373 
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先
づ
一
般
に
長
期
資
金
の
移
動
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
、
此
れ
は
通
常
園
際
関
係
に
於
て
貨
幣
が
積
極
的
影
響
を
奥
へ
る
著
例
と

考
へ
ら
れ
で
ゐ
る
が
、

必
や
し
も
左
様
で
な
い
事
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
レ
イ
ノ
ウ
に
よ
れ
ば
、
経
神
高
R

展
が
極
度
に
建
せ

し
閣
に
於
て
は
所
謂
牧
谷
遁
減
の
法
則
に
よ
っ
て
資
本
の
限
界
生
産
力
が
低
下
し
来
る
。
従
っ
て
斯
か
る
際
に
此
の
図
よ
り
経
凶
後

良
の
未
だ
中
允
分
な
ら
ざ
る
岡
へ
資
金
を
移
動
せ
し
め
る
事
は
.
五
に
一
岡
氏
経
済
内
に
於
け
る
投
資
と
同
様
に
自
然
的
経
済
過
程
の

反
映
に
過

vc
な
い
が
故
に
、
貨
幣
が
模
極
的
影
響
を
輿
へ
る
と
は
言
ひ
得
た
い
も
の
で
あ
り
、
却
っ
て
此
れ
に
よ
っ
て
生
産
の
オ
プ

チ
マ
リ
テ

1
ト
が
賓
現
せ
ら
れ
る
と
一
百
は
れ
る
円

帥
ち
今
A
-な
る
圃
が
怖
に
有
利
な
る
生
産
保
件
吃
持
て
る
揚
九
九
日
に
他
の
閥
例
へ
ば
日
間
闘
よ
り
資
金
の
移
動
が
行
は
れ
で
も
、
此
の

際
は
一
年
ゐ
入
土
情
的
に
見
て
オ
プ
千
マ
ル
在
る
生
直
を
官
、
現
ず
る
予
没
な
り
と
民
り
ご
っ
る
可
〈
、

弐
持
廿
U
J

在
市
門
て
費
量
内
v
E
凶

44E畑
地
T

1

7
Kい
J
J
1
1
I
1
4
F
1
4
J
t
E
J
d

る
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
で
お
ら
う
。
悲
し
主
闘
に
於
て
は
此
の
際
自
闘
の
節
約
資
本
を
以
て
生
建
設
備
を
披
充
ず
る
よ
り
も
透

か
に
速
や
か
に
共
の
完
成
を
見
る
を
得
可
く
、

B
閣
に
於
て
は
、
低
格
の
一
般
的
下
落
に
よ
っ
て
安
債
な
る
資
本
労
働
の
生
産
物
が

輸
出
せ
ら
れ
る
事
主
た
る
矯
め
に
、

一
見
損
失
を
蒙
る
が
如
〈
で
あ
る
が
や
が
て
は
岡
際
牧
支
の
改
苦
に
よ
り
て
利
す
る
所
大
な
る

が
故
で
あ
る
。
而
も
何
れ
に
せ
よ
、
民
賓
の
経
済
的
理
由
に
よ
り
て
資
本
が
移
動
す
る
の
は
長
期
間
に
而
も
除
々
と
行
は
れ
る
も
の

な
る
が
故
陀
、
斯
か
る
場
合
に
は
貨
幣
供
給
の
非
中
古
的
な
る
典
型
的
事
例
と
は
考
へ
得
左
い
の
で
あ
る
。

然
る
に
地
方
、
獅
洛
の
賠
償
金
の
支
梯
(
ト
ラ
ン
ス
ア
ア
l
)

の
如
き
人
局
的
政
治
的
左
る
現
巾
に
よ
り
て
資
金
の
一
移
相
押
せ
ら
れ
る
揚

合
を
考
察
す
る
に
、
此
の
際
資
金
流
入
闘
が
資
金
流
川
園
よ
り
商
品
の
購
買
を
行
へ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
資

合
流
出
闘
に
於
け
る
物
慣
を
低
落
せ
し
む
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て
物
伎
の
低
落
は
輪
出
を
促
進
す
る
事
に
よ
っ
て
閲
際
牧

申
立
貨
幣
ム
」
外
国
活
相
官
相
場

第
剖
十
六
巻

七
五
九

第
五
披
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中
立
貨
幣
と
外
岡
怨
梓
相
場

O 

第
四
十
六
巻

七
六
O

第
五
披

支
を
布
利
に
特
向
サ
し
め
る
と
云
ふ
の
が
古
典
沃
貿
易
理
論
の
主
張
骨
一
あ
る
が
、

賞
は
似
格
の
低
下
に
よ
る
輸
出
の
促
進
は
資
本

川
公
働
の
安
慌
た
提
供
で
る
つ
で
輪
出
図
の
損
失
た
る
の
み
な
ら
や
、
叉
輸
出
商
品
の
需
要
の
開
力
性
如
何
に
よ
っ
て
は
債
格
の
低
下

に
よ
っ
て
も
必
干
し
も
輪
刊
が
促
進
せ
ら
れ
る
と
は
限
ら
友
い
。
今
若
し
資
金
の
移
動
の
行
は
る
L
以
前
に
於
て
各
国
の
商
品
に
オ

。
フ
チ
守
凡
左
伯
仲
叩
の
均
衡
が
あ
っ
た
と
し
た
た
ら
ば
、
此
れ
に
よ
っ
て
共
の
均
怖
が
破
痩
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、

又
此
れ
に
よ
っ

て
新
均
仰
が
成
立
す
る

d
し
で
も
、

裂
し
資
金
流
入
閣
に
於
て
抗
日
J

〈
+
↑
流
山
間
間
と
同
一
の
産
業
が
あ
れ
ば
、
前
者
の
産
業
は
後
者
の
一
漆

業
に
お
け
る
生
産
費
の
低
下
の
斜
に
豚
泊
せ
ら
る
一
円
〈
、
或
は
後
者
の
産
業
設
備
は
北
(
の
需
要
を
充
足
し
得
た
い
事
と
な
る
で
あ
ら

ぅ
。
何
れ
に
し
て
も
斯
か
る
人
気
的
な
る
資
金
の
流
入
閣
に
於
亡
は
、

イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
に
よ
っ
て
各
種
産
業
部
門
に
愛
化
を
惹
起

し
、
資
金
流
入
の
停
止
に
際
し
で
も
各
産
業
部
門
の
均
衡
恢
復
に
際
し
て
何
ら
か
の
摩
路
を
避
け
難
い
で
あ
ら
う
。
又
此
れ
に
反
し

て
資
金
流
出
闘
に
於
け
る
不
均
衡
が
J
7
7

ラ
チ
オ
ン
的
困
難
を
一
析
す
事
情
に
就
い
て
は
一
百
ふ
迄
も
左
き
所
で
あ
る
!
。

目
、
中
立
貨
幣
論
よ
リ
見
た
る
矯
替
相
場
l
結
言

封
鎖
的
経
済
を
前
提
せ
る
中
立
貨
幣
論
の
現
賀
政
策
と
し
て
の
安
首
悦
は
種
々
の
駈
に
よ
っ
て
此
れ
を
検
討
し
得
る
で
あ
ら
う

が
、
共
の
一
つ
と
し
て
、
各
岡
民
経
済
が
世
界
経
済
の
一
銭
と
し
て
作
用
せ
る
以
上
岡
際
経
済
の
領
域
に
於
て
も
亦
此
の
理
論
が
遁

用
せ
ら
れ
得
る
や
否
ゃ
に
よ
っ
て
此
れ
が
検
討
を
な
し
得
る
で
あ
ら
う
。
而
し
で
各
岡
の
貨
幣
が
一
つ
の
世
界
貨
幣
に
統
一
せ
ら
れ

る
の
日
が
来
ら
ざ
る
限
り
は
、
仕
竹
園
品
目
幣
の
交
換
比
率
即
ち
箆
替
相
揚
の
問
題
を
無
悶
す
る
を
得
友
い
の
で
あ
る

J

放
に
本
稿
に
於
て
は
、
先
づ
完
全
た
る
金
本
位
制
と
中
立
貨
幣
盟
論
と
の
闘
係
を
考
祭
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
若
し
完
全
な
る
金

Raynaud; ibid~ pp. 1379-1382 
Transferに関する理論については、松井清;闘際収支均衡の理論(純情論叢
第46巷第 X説)参照。
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本
位
制
が
各
闘
に
於
て
維
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
、
金
平
慣
に
等
し
き
矯
替
相
場
が
中
立
貨
幣
の
要
求
す
る
所
を
略
・
4

芳
足
ず
る
事

が
知
ら
れ
た
が
、
向
共
れ
に
も
一
定
の
僚
件
が
附
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
失
に
は
、
購
買
力
平
慣
が

図
際
経
済
の
立
場
よ
り
見
た
る
中
立
貨
幣
論
の
要
求
す
る
所
に
一
致
し
得
ざ
る
か
否
か
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、

共
の
要
求
せ
ら

れ
る
が
如
舎
購
買
力
平
倒
は
此
れ
を
求
め
難
い
事
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

斯
く
て
闘
際
経
済
の
領
域
に
中
玄
貨
幣
の
思
想
を
適
用
す
る
に
は
、
居
刷
北
廿
相
揚
の
絶
割
的
安
定
と
一
一
一
一
日
ふ
事
は
期
待
せ
ら
れ
得
・
な
い

の
で
あ
っ
て
、
又
共
の
五
常
的
左
る
高
さ
も
疋
確
に
は
知
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
唯
完
全
金
本
位
制
下
の
金
一
小
慣
に
一
定
の
傑
件
を

附

L
、
又
は
緯
武
力
平
日
出
に
待
問
聞
に
於
け
る
技
術
及
ぴ
資
本
生
議
力
を
考
慮
し
た
ら
修
正
社
施
す
事

ιよ
っ
て
の
み
此
れ
が
4
4
M

へ
得

制
旧
介
の
貨
幣
数
μ
一
一
血
友
一
定
不
受
T
L

匁
件
し
日
谷
川
閣
に
於
け
る
生
産
の
資
質
量
の
増
減
に

舷
ヒ
て
共
の
貨
幣
保
有
量
を
増
減
す
一
円
し
と
論
じ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

ち
れ
る
の
み
で
あ
る
占

f
n
u
J
-
-
羽
に
住
川
A

4

ト
J
h

、

一日
1
t
一
王
一
一
向

r

」
l

此
れ
'
と
て
も
封
鎖
的
経
済
を
前
提
せ
る
揚
合
の
如
き
強

さ
を
以
で
主
張
し
得
る
も
の
で
は
友
い
a

要
す
る
に
世
界
経
済
叉
は
岡
際
経
済
の
領
域
に
於
て
中
立
貨
幣
の
忠
忽
を
導
入
す
る
事
は
、
各
図
民
抑
制
済
に
於
け
る
揚
合
よ
り
も

一
居
困
難
で
あ
っ
て
、
各
園
貨
幣
の
交
換
比
率
即
ち
震
祥
相
場
に
闘
し
て
は
、
大
慨
に
於
て
安
定
政
策
が
執
ら
れ
、
世
界
の
貨
幣
総

呈
の
不
安
と
云
ふ
概
念
を
以
て
此
れ
を
修
正
す
る
事
が
考
へ
ら
れ
る
に
過
ぎ
ね
の
で
あ
る
。

中
立
貨
幣
と
件
闘
震
存
相
場

七
〆、

第
五
披

第
四
十
六
巻
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